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総 会 次 第

1.開 会

2.会長あいさつ    井理 精一 会長

3.学校長あいさつ   佐藤 肇 学校長

4.議長・議事録署名人・書記の選出

5議 事

(1) 第 1号議案 平成 24年度事業報告

(2) 第 2号議案 平成 24年度決算

(3) 第 3号議案 平成 25年度事業計画

(4) 第 4号議案 平成 25年度予算

(5) 第 5号議案 役員改選

6.その他

(1) 公開文化祭 「青浪祭」の開催について

(2) 「進学・就職につながる資格取得」について

7.閉 会

功労者表彰式

井理 精一 様  (平成 22・ 23年度クラス役員 平成 24年度会長 )

渡部 康徳 様  (平成 22・ 23・ 24年度 副会長)

荒  由利 様  (平成 22・ 23・ 24年度 監査 )



福島県立浪江高等学校 PTA  平成 24年度  事業報告

月 自 (曜 ) 行 事 名 場  所 内 容

4

8日 (日 ) 新入生PTA入会式 本宮高校体育館 入会式

18日 (水 ) PTA役員会 浪江高校 総会内容

5

1日 (火 ) PTA総 会 浪江高校 役員選出・年次総会議案作成

8日 (火) 県高P連第 1回役員会・総会 県青少年会館

231(ネ〉 相双地区高P連総会 原町高校 今後の地区高Pの活動について協議

6

24日 (=) ガントリッシ・ ア・レハ・ラーリメタ」 との交流会 浪江高校 アメリカの高校生との交流会

27● (水 ) 相双地区高P連第 1回役員 .専門員会 原町高校 各専門委員会開催

7
12(本 )

13(金)

第 61回東北高 P大会 福島大会 飯坂 式典、記念講演、他

17ヨ (■) 地区高 P連 研修会 サンライフ原町

3

1(金 ) 第 65回卒業証書授与式 サンライズ本官

15(金 ) PTA会 報発行 平成 24年度第 1号発行 (第 53号 )

19(火 ) 第 2回役員会 浪江高校
24年度事業決算報告
25年度事業計画案・予算案
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平成24年度 部活動活動状況
《大会等報告》
野球部   ・6月 福岡遠征

・7月 第94回全国高等学校野球選手権福島大会出場

陸上部   ・県高校体育大会 800m準決勝出場 1500m出場
・県総合体育大会 800m1500m出場
・県高校新人体育大会 800m準決勝出場 1500m出場
。県高校駅伝 相双チームOP参加

ソフトテニス部・相双地区高校体育大会ベスト12県大会出場
・相双地区総合体育大会出場
。地区高校新人体育大会出場
・ソフトテニスインドア相双地区大会出場
・復興祈念第11回福島県高校新人地区対抗研修大会出場

卓球部   ・相双地区高校体育大会シングルス準優勝 県大会出場
・相双地区総合体育大会シングルス準優勝 県大会出場

音楽部   ・5月 県北地区音楽祭出場
・6月 県高校音楽祭出場
・8月 保原高校定期演奏会賛助出演
・9月 高木地区敬老会参加・「蛍の光」音楽祭出場
・11月 仮設住宅訪問
・2月 相双地区音楽祭出場

進路研究部 【キヤリア】
・6月 フリントリツジ・プレパラートリー・スクールとの国際交流
。1月 ヒルトン研修・資生堂にて研究発表・福島大学にて研究発表
【ヘルパー】
・9月 ホームヘルパー2級取得22名

美術部   ・8月 東京研修
・12月 県高校美術展参加・美術展開催(安達高校と合同)

・1月 美術展開催(本宮高校と合同)

・3月 相双地区高校美術展参加

《部員数》
1年 2年 3年 合計

野 球 0 0

陸 上 0 1 0 1

ソ フ ト テ ニ ス 3 2
Ｅ
Ｕ 10

卓 球 0 0
●
‘ 2

バ レ ー ボ ー ル 0 0 1 1

ソ フ ト ボ ー ル 休部

日 楽 3 3
ａ
ｕ 12

進路研究【キャリア】 0 8
ａ
υ 14

進路研究【ヘルバー】 3 4 つ
′ 24

美 術 0 0
●
● 3

新 聞 0 0 0 0

家 庭 ク ラ フ 全校生加入

計 9 18 51 78

8

(のべ人数 )



平成 24年度 進路指導部事業報告

浪江高校進路指導部

日 時 事 業 名 備考

通年 漢検・数検・英検・商業等実施
5月 23日 (水 ) 進路講演会及びガイダンス

6月 15日 (金 ) 「進路の手引き」発行

6月 20日 (水 ) 卒業生による進路講話
7月  4日 (水 ) 進路ガイダンス

7月 23日 (月 )～ 27日 (金 ) 夏季課外 (国・数・英)

9月  8日 (土 ) 進路講話 (資生堂)及び面接指導 支援事業
9月 19日 (水 ) 進路講演会 (ユニクロ) 支援事業
11月 14日 (水 ) 進路講話 (東邦銀行 ) 支援事業
12月 6日 (木 )。 7日 ←金) 資生堂見学            支援事業・

早稲田大学見学 支援事業
12月 19日 (月 )～ 21日 (水 ) 冬季課外 (国・数・英)

2月 22日 (金 ) 専門学校見学 (仙台) 支援事業
3月 18日 (月 ) 進路ガイダンス

4′



平成24年度 各種検定合格率
福島県立浪江高校 進路指導部

1
漢宇検定

(年 3回実施)

エ 2 準

`

3 4
9 30 72 23 34

,1宅争: 0 4 12 7 23

2
数学検定

(年2回実施)

21 準 2 3 :

13 24
「格」

1 6 7

笙

`

3
英語検定

(年 2回実施)

“

3 :

1 7 8

: 0 3 3

4 保育検定

(年 2回実施)

21 ク | 3
`

:

子(りヽ 2 2 4

合格者 (人 2 2 4
■■■|||●

=:慶
褻轟奪群薔|■ 1111:

5

全商ワープロ

実務検定

(年3同実怖 )

21 3 4
18 22 6 46

20 5 36
liill I I

6

全商情報処理
検定

(年2回実施 )

21 3 41

ヽ 10 28 38
5 24 29

7

全商珠算・電卓
実務検定

(年2回実施 )

2 3 4
メ

〈
ロ

18 18

14 14
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平成24年度 PTA一般会計決算書

816,240

287,423

歳入額計

歳出額計

差

ア′店′【顔

2燿 出額

θア02′ 0″

′θス ″ θ″

31 528,817(次年度繰越)

(単位 :円 )

(単位 :円 )

項   目
予算額lAD

決算額0) 増
"の

■3) 摘  要
当初予算額 補正予算額 合計

ス ″

“ `α
″ れ

“

Z" 44`″
:費 0 0 0 3,500 ´ ι,″

会ヽ金 67000 3u10 70,000 71000 4ん

“F″ ′ι′′′ ″ 吻 ′

`′

′ノ δαa77 42″

寄付金 30,000 0 30,000 30,αttD 0

饉収入 40000 41,13フ 36,674 4,463

利息 0 0 0 203 ▲ 203 銀行利子

鳳譴金 ∂74θじθ 0 σ乙

“

′ ∂7`′

`′

′

″ 773“
“ “

lθプa`“,0 ′′a′

“

り ム ′″

項   目
予算額ω

決算額(B) 増滅lAXB) 摘要
当初予算額 補正予算額 流用充当額 合 計

`′

′鰤 4,初 0 Z協 12,,38 ′aa′″

0 0 0 0 0 0

給料 0 0 0 0 0 0

職員手当 0 0 0 0 0

共済費 0 0 0 0 0 0

`
″

“

ι 0 4“ 0 ″

“)用ヨ 20000 0 0 20,000 20,000

,賀 ′Z“ 0 0 42の ,切 .r2“

35,000 0 0 35,000 5,000 30.000

用 |
121XX 0 0 12000 12,000

運営諸
`′`闊

化

“

0 rJ7θりり ,".′′′ 33●θ″

9 11ul 0 1,000 10,000 508

20.003 3,000 23,000 16350 6,650

用費 250,000 0 ▲ 1,000 249,000 45847 203.153

設備■ 0 0 0 0 0

役務費 35000 40,000 0 75,000 43999 31.∞ 1

負担金補助

及び交付金
100.000 lmooo 451111 0

助 菫 量 2″ω 0 Z" ′022" ノ′4ス|′

研究費 ′

“

物 ′α″ ι

“

′冤

“

134,385 aa′′′

報償費 0 0 0 0 0

旅費 7QtXX 0 8,C t10 78,000 77650

用費 5000 0 0 5,000 ユlll10

負担金補助

及び交付金
110,OllCl 0 0 1100∞ 66.420 53.580

役務費 0 2000 0 2.lllD

進路指導費 ¢ 麹 0
`,“

κ 靱 4'″ 244"
旅費 40,00Ю 0 ▲ 5αЮ 3ユm 13.550 21450

生活指導費 ″

“

4′α″ 4,切

“ “ “

″ ″ ″

0 0 0 0 0

30,回 0 ▲ 3000 2フ ,000 13.800 13.200

4000 ▲ 2 0Cll 0 2.000 2,000

5,∞0 0 0 5,000 5`030

F″″ :
1 2′ θり

'
0 za“ 0 2a開

″ 7720a0 4Z物 ′′

`“
″ ′″ ′

`,221″

フ
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平成24年度部活動後援会会計決算書

平成24年度上級大会出場準備金決算

ヴ

収入内訳

平成23年度より繰越金 4,233,872

繰入金 (部活動後援会会計 ) 0

利息 844

合計 4,234,716

定期預金

N● 期間 金額

ヨ動継続) 1年 1000000
2 2年 1000∞0

3 2年 1000000



平成24年度 進路後援会会計決算書

歳入額計 735,378
歳出額計 214.516

差引  520,862 25年 度に繰り越し

歳入の部

福島県立浪江高等学校父母と教師の会

(単位 :円 )

進路指導費 0 0 0 0

試験受験料 0 95,400 95,400 95,400 0 模擬試験、検定試験受験料

副教材費 0 0 0 0

繰越金 577,705 577,705 577,705 0 前年度からの繰り越し

雑収入 12,295 12,295 62,273 -49,978 預金利子、弥生 (株 )からの戻し金

合計 590,000 95,400 6851400 7351378 -49,978

歳出の部

進路対策費 355,000 0 355,000 85,502 269,498

報償費 50,000 501000 0 50,000

会議費 20,000 20,000 9,998 10,002 進路講話,地区高進協大会経費

印nll費 70,000 70,000 63,000 7,000「進路の手引き」印刷代

消耗品費 30,000 30,000 980 29,020 ビデオカメラテープ代

旅費 50,000 50,000 8,125 41,875 研修会参加費

通信費 15,000 15,000 0 15,000

使用・賃借料 120,000 120,000 3,399 116,601 行政財産使用料

学力向上費 70,000 95,400 165,400 129,014 36,386

受験料 0 95,400 95,400 93,764 1,636 模擬試験、検定受験料支払い

監督料 70,000 70,000 35,250 34,750 模擬試験、検定受験の監督料

消耗品費 0 0 0 0

負担金 0 0 0 0

副教材費 30,000 0 30,000 0 301000

副教材費購入費 0 0 0 0

消耗品費 30,000 30,000 0 30,000

予備費 135,000 0 135,000 0 135,000

予備費 135,000 135,000 0 135,000

合計 590,000 95,400 685,400 214,516 470,884

8



監 査 報 告 書

福島県立浪江高等学校教師と父母の会

会 長 井理 精一  様

平成 24年度 (平成 24年 4月 1日 から平成 25年 3月 31日 まで)の 「PT

A一般」「部活動」「進路」に係る事業及び会計について、事業報告、会計諸帳簿、 ―

証拠書類及び預金通帳等を監査 した結果、適法かっ適正に処理、記載されている .

と認める。

以 上

平成 25年 4月 12日

福島県立浪江高等学校教師と父母の会

監査ィ%%ζ 株}《繁:

う



月 日 (曜) 行 事 77 場  所 内 容

4

7日 (曰 ) 新入生PTA入会式 入会式
^呂

向 メ 0■ ■員

10日 (水 )ヽ
12こ (金 ,

登校指導 浪江高校

下旬 上宿先訪間 郡山市

5

9日 (木 ) 県高P連第 1回役員会・総会 県青少年会館

下 旬 相双地区高P連総会 相馬高校

6

3日 (月 ) 県下一斉服装指導 浪江高校

上旬 PTA役員会 浪江高校

下旬 相双地区高P連第 1回役員 専門員会 相馬高校 各専門委員会開催

8 'lrム

文化祭実行委員会

1日 (火 ) 交通安全指導 (登校時―声運動 マナーアップ運動 ) 濱江高校 ホ官市

下旬 PTA調査広報委員会 浪江高校 会報編集

20日 (水 ) 県青少年健全育成推進大会 県文化センター

3

1日 (■ ) 第65回卒業証書授与式 未 定

中旬 PTA役員会 浪江高校 24年度事業決算報告・25年度事業計画案・予算案

福島県立浪江高等学校 PTA  平成 25年度 事業計画 (案 )

lo



平成25年度 部活動編成 (4月 17日 )

1年 2年 3年 合計 顧 問

野 球 休部

陸 上 1 0 1 2 菅野勝子 鈴木知洋

ソ フ ト テ ニ ス 1 3 2 6 北澤聖明 岩間良和

卓 球 1 0 2 3 大澤和巳 岩間良和

パ レー ボ ー ル 廃部

ソ フ トボ ー ル 休部

ユ
日 楽 0 3 3 6 篠原久人 古山久美子

進路研究【キャリア】 10 0 10 20 安田知弘 斎藤英樹 大和田信治

(進路研究【FP】 ) 0 9 20 長野喜恵子 佐藤祐子
大澤和巳 古山久美子

美 術 1 0 3 4 渡邊俊幸 古山久美子

新 聞 委員会に移管

家 庭 ク ラ ブ 全校生加入

計 25 6 30 61

11



平成 25年度 進路指導部事業計画

浪江高校進路指導部

日 時 事 業 名 備 考

通  年 各種資格取得 (漢検・数検・英検・保育・商業等・FP)
5月  8日  Cκ ) FP資格取得講座開始

5 月 下 旬 「進路の手引き」発行

6月 中 旬 大学見学会 (全学年)

7月 下 旬 企業見学開始 (3学年就職希望者)

7月 下 旬 夏季課外実施 (全学年)

8 月 上 旬 外部講師による面接指導 (3学年)

8 月 中 旬 就職対策課外 (3年就職希望者)

8 月 下 旬 就職面接指導開始 (3学年)

靱
9 月 下 旬 進学面接指導開始 (3学年)

-

10月 下 旬 インターンシップ (2学年)

10月 下 旬 大学入試センタ■試験出願
12月 下 旬 冬季課外実施 (全学年 )

1月 18・ 19日 大学入試センタ_試験

黎

■2



H25年度 模擬試験実施一覧表

1学年

基礎力診断テスト 第1回 5/1(水 )

浪江高校 1年 (全 ) 無慣 ベネッセ 大和田基礎力診断テスト 第3回 11/13(冽κ)

基礎力診断テスト 第4回 2/26(オ()

2学年

基礎力診断テスト 第1回
自己発見リサーチ

5/1(水 )

2年 (全 ) 無償 ベネッセ 斎藤 (英 )

基礎力診断テスト 第4回
自己発見フォーカス

2/26(,К )

rR`口 7X

3学年

基礎力診断テスト 第1回 5/1(水 )

浪江高校

3年 (全 )

無償 ベネッセ

安 田

基礎力診断テスト 第2回 11/¬ 3(功К)

実力判定テスト① 5/25(土 )

3年 (進学)

実力判定テスト② 8/24(土 )

基礎小論文テスト 第1回 6/19(水 )

3年 (全 )

基礎小論文テスト 第2回 10/2(水 )

就職・公務員模馘 第3回 5/25(土 )

3年 (就職 )

就職模試
1400円

公務員模試
1800円

務
育
版

実
教
出

就職・公務員模試 第5回 7/6(土 )

※全)全員受験

13



N0
実施機関

1 漢字検定

6/14    (管≧)

浪江高校 希望者 無償
財)日本漢字能力

検定協会
斎藤 (英 )10/18 (金 )

1/24    (【≧)

2 数学検定

7/13    (土 )

浪江高校 希望者

無償

財)日本数学
検定協会 長野

1/18 (土 )

準2緞3500円
3級3000円
4級2mO円

3 英語検定

6/7 (金 )

公開会場 希望者
準2級3600円
3級2500円

財)日 本英語
検定協会

古山10/11   (`≧ )

1/24 (金 )

4 保育検定 7月 ～2月 浪江高校 保育
選択者

1種目200円 全国高等学校
家庭科技術検定 菅野

5
ビジネス文書
実務検定

6/30   (日 )

本宮高校 希望者 無償
全国商業高等学校

協会
Jヒ月晉11/24  (日 )

2/1  (日 )

6 情報処理検定

9/22  〈日)

本宮高校 希望者 無償
全国商業高等学校

協会
Jヒ

"「1/19 〈日)

7 電卓検定

6/16  (日 )

本宮高校 希望者 無償
全国商業高等学校

協会 大澤
11/10 (日 )

簿記検定 1/26  (日 ) 本宮高校
簿記

選択者
無償 全国経理教育協会 大澤

9

FP(ファィナン
シヤルプラン
ナー)3級検定

9/8  (日 )

公開会場
FP課外
受講者

学科30C10円

実技3000円

日本ファイナン
シャルプランナー

協会

長野
佐藤祐
大澤
古山

1/26  〈日)

H25度 資格検定試験実施一覧表

福島
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項  目 本年度予算額6) 前年度予算饉0 増滅 (a)― (b) 摘 要

会賛収入 π

“

●ス0りり

"3_“
会費 310rttЮ 0 310,000 会費5000X(1年 14名 .2年 6名 、3年 20名 、職員22名 )

入会金 3atla 67.000 ▲ 32000 1年生14名 )X20CD円 、(新任教師7名 )Xl.000円

躾 ノ

"
′ι′′′ 4′a夕,7

寄付金 0 30,000 ▲ 30000

銀行利息 0 150

佳収入 0 ▲ 1137

,Zα″ ノ ∂′4θa, 4/4a“
r ″ ′スユθ′′ nt,“ ′

“

コ″′

′′唐ノくヨ塵F

平成25年度 PTA一般会計予算書(案 )

福島県立濃江高等学校父母と教師の会

(単位 :円 )

a歳 出額

項  目 本年度予算颯 0 薔キ産予算饉lb〉 贈滅 (a)― (b) 摘 要
・

u

胃
ド
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
ト
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ｌ
ト

FrFr ″ Zα
" `θ

た物 ″

“員 費 0 0 0

l給料 0 0 0 雇用せず

1職員手当 0 0 0 雇用せず

共済費 0 0 雇用せず
ハ
〓 議費 ,“ ″ 劉 4ん 捌

1需用費 ■000 社 m ▲ 15000 用紙代等

慶弔渉外資 ″

“

4Z切 0

交際費 35,000 35.000 0

需用費 12.∞0 12000 0

t Z,“ ′/4" 4 ′,ユ 0り

'15000 9000 6.α∞ 役員記念 (賞状、額)

1費 3Q000 20,000 100K10

用費 100000 250000 ▲ 15001X 会報紙発行代

t 8Q000 3■000 45rにЮ

負担金補助

及び交付金
30000 1∝鰤 ▲ 70000 高P連負担金等

ズを衰″ ″

“

′ ″ 勧

1費 1 、ヽ0∞ 1∞ OIDO

1用準 2Q000 20,000

20,000 20,000 弁当・お茶代等(1000X10名分)X2自 分

5Q000 0 50,000

l Q000 0 10000

358,N0 Z“

“ “研究費 19■

“

′

“

闊 ′

“旅費 92仰 7Qα渕 22.000 部活顧間会のみ、研究会出席旅費は支給しない

用費 5p∞ 5,Otlll 0

負担金補助

及び交付金
100,000 110,000 ▲ 10,000

進路指導費 0 ヽ ,切 ス 犯
"

1旅費 0 40,00D ▲ 40.0∞

生活指導費 ″

“

ヽ _例 ″ ω

:費 60脚 30脚 300∞ 街頭指導等、家庭訪間

需用費 4,000 ttXX 0

負担金補助

及び交付金
5.m 5,Ol10 0

学力向上費 ′′爾 0 認

“1報償費 30,000 30,000 講師謝礼

10000 0 10,000

2,000 0 20∞ =当、お茶代 1000X2名 分

50000 0 軋 000 自習用テキスト代
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平成25年度部活動後援会会計予算書 (案 )

平成25年度上級大会出場準備金予算

※項目間の流用は、これを認める。

収入内訳

平成24年度より繰越金 4.234,716

繰入金 (部活動後援会会計 ) 0

利息 500

合計 4235216
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平成25年度 進路後援会会計予算書(案 )

福島県立浪江高等学校父母と教師の会

(単位 :円 )1.歳入見込額

2歳出見込額

730,000円

730,000

1、 2年 :2∞0円 ×20人 3年 :3∞0円 X20人

進路対策費 350,000 355,000 ▲ 5,000

報償費 110,000 50,000 60,000 卒業生等の講演会の講師謝金等

会議費 20,000 20,000 0「高進協」年会費、会議出席等

印昂1費 70,000 70,000 0「進路の手引き」印刷、作成料

消耗品費 10,000 30,000 ▲ 20′000 バインダー、ファイル等

旅費 50,000 50,000 0 進路開拓等に関わる旅費、講演会講師等の旅費

通信費 10,000 15,000 ▲ 5,000 切手代、封筒・便箋代等

使用・賃借料 80,000 120,000 ▲ 40,000 上級学校見学会′ヽス借り上げ、会場使用料

資格対策費 330,000 165,400 144,600

試験受験料 100,000 95,400 4,600 各種検定、模試試験等受験料

監督料 160,000 70,000 90,000 各種検定、模試試験、FP講座監督料

消耗品費 50,000 0 50,000 FP講座、各種講座等で使用する消耗品等

使用・賃借料 20,000 0 20,000 模試、検定に伴う行政財産使用料 管理経費

予備費 50,000 165,000 ▲ 115,000

予備費 50.000 165,000 ▲ 115.000

合計 730,000 685,400 24.600
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議案5

平成 25年度父母と教師の会新役員

※詳細については、事務局までお問い合わせください。

25年度 24年度 23年度 22年度

会長 (3年 ) (3年)丼理 精―

副会長 (2年 )

副会長 (1年 )

副会長 (教頭)星 栄― (教頭)星 栄 渡部   康徳 渡 .・  康徳

副会長 (li教

", I崎
 雅ゞ 1前争頸:山 ■ ■ :」

監 査 (3年 ) |( 13 年)荒 由利

監査 (2年 )

監 査 (1年 )

‐‐

由利 荒  山利

25年度 クラス評議委員

学 年 25年度役員 (案 ) 生 lt名 24年度役員名 41徒名

1

2

3

1 8



(1)公開文化祭「青浪祭Jの開催について

文化祭は楽しさが感じられる行事であり、生徒にとつては、文化祭の成功という目的

のために、仲間との間で共同作業に邁進することができ、達成感の強い行事であるとと

もに、自分の学校の特色を実感できる機会でもある。

また、学校と地域社会との結びつきを深める意味合いもの持っている。

本校はこれまで 3年に 1度文化祭 (前回開催は平成 22年 9月 )を開催しており、本

年度は開催時期となっている。

○ 開催時期

○ 開催場所

○ テ ー マ

平成 25年 8月 31日 (土)～同年 9月 1日 (日 )の 2日 間

開会・閉会時間については未定

公開については、 9月 1日 (日 )

本校舎

5月 上旬に決定予定 (青浪祭実行委員会で決定予定)

平成 22年度 「青浪祭」

平成 22年 9月 に開催された 「青浪祭」で、PTAは模擬店 (焼 きそば、唐揚げ、か

き氷等)設置し運営した。

検 討 (事項

限られた時間の中で、文化祭を盛 り上げでいくためには計画性のある企画が必要

畢
1 企画立案と決定は誰が (ど うするか)するか。

2 企画に沿つた運営組織とその運営人数の確保はどうするか

(1)全体運営・進行

(2)予算編成 。執行

(3)必要物品等の確保・借用

(4)関係者への連絡調整及び外部、のPR
(5)会場 (展示ブースを含む)設営の準備・撤去

(6)前 日・当日の係員の配置

(7)リ ハーサル (企画が展示ではない場合)

■9



(2)「進学 。就職につながる資格取得」について
生涯にわたり相双地区の復興・復l日 に寄与する人材を育成するための具体的な方針と

して掲げる “生徒の夢"を実現するためのキャリア教育を推進するため、総合的な学習
の時間や課外の時間を活用し、キャリア蓄積や職業キャリア向上の必要性及び自らの生

活設計を行う大切さを学ばさせるとともに、総合的な学習の時間や課外の時間で学んだ
ことを自主的に深化させるため、平成24年度に「進路研究部」を創設した。

1 平成 24年度 (ヘルパー (2級課程)資格取得)

超高齢社会の到来を踏まえ、生徒が故郷に帰還 した際に、故郷の高齢者や障がいを
持つ△夕 L対立る家事援助や介護支援に正しく取り組むことができる人材を養成する
ため、「ヘルパー (2級課程)の養成講座」を開設。 (部員 :28名 (津島校からの参
加生徒 4名 を含む。)

開     校  平成 24年 5月 18日 (金 )

修了.IE書交付式  平成 24年 9月  2日 (日 )

26名 に対 して修了証書が交付される。

校  平成 24年 10月 24日

2 平成 25年度 (3級ファイナンシャル・プランニング技能士)

少子高齢化や急激・急速に変化する社会情勢、金融情勢の中、生徒が故郷に帰還し

た際に、自分や家族が描くライフプランの実現に向けて適切な対処・対応ができる人

材を育成するため、ライフプランの 3つの領域 (「生きがい」、「健康」、「経済」)の う

ち経済的な面を実現するために用いられるファイナンシャル・プランニングを学び、

その手法を用いながら、自分自身はもちろんのこと、家族や知人等の夢を実現するた

生徒の夢を実現させるためのキャリア教育の推進

うつくまふくしま未来センター 輛 島大学教授)による「キャリア形成プログラム」

総合的な学習の時間を活用した「キャリア教育」の展開

進路研究部は、個々人の中に内包 している 「発想力」「分析力」「構想力Jを磨き、プレゼン

テーション能力の向上を目指す「キャリアの部」 と生徒のニーズや社会の情勢を踏まえ、地元

の生興・復 旧や社会に出たときに生徒の生活の一助 (糧)と なり得る「資格取得の部 |の 2部

として、生徒が希望す る部に入部 して、その うものである。
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めのプラン立案・ア ドバイスできる人材を養成するため、「FP3級講座」を開設。

期 日 曜 時 間 時 数 内 容

1 5月 8日 水 16:00-17:00 1 開 講 式

課 外

期 日 曜 時 間 時 数 期 日 曜 | 時 間 時 数

1 5月 13日 月 15:45^‐ 16:45 1 1 7月 18日 本 13:00´。17:00 4 終業式

2 5月 15日 水 15:45ヽ‐16:45 1 ■2 7月 19日

`釜

 |
夏体 み

3 5月 27日 月 15:45-16:45 1 3 7月 27日 ‐土 18:45～ 12145 4

4 5月 29日 水 15:45- 16:45 1 4 7月 29日 一月 8:45r■ 12:45 4

5 6月 3日 月 15:45-16:45 1 5 7月 31日 水 8:45-12:45 41

6 6月 5日 水 15:45- 16:45 1 6 8月 2 EI ・金 8:45'‐ 12:45

7 6月 10日 月 15:45-16:45 1 17 8月 5日 月
｀ 18:45´■12:45 4

8 6月 12日 水 15:45‐ -16:45 1 8 ‐8月 7日 水 8:45-12:45 4

9 6月 17日 月 15:45-16:45 1 9 8月 9日 金 8:45～ 12:45,

6月 19日 水 15:45-16:45 1 10 8月 12日 月 4 ‐

11 7月 8日 月 15:45～ 16:45 1 11 ‐8月 ■6日
`2 1

8:45-12:45 4‐

7月 10日 水 15:45^´ 16:45 1
‐
 8月 19日 ■ | 8:45-12:45 4

7月 17日 水 15:45- 16:45 1
‐13 8月 21日 水 8:45-12:45 4

14 8J126日 月 15:45- 16:45 1 14 8月 23日 金 8:45-12:45 4 夏休 み

15 9月 4日 水 15:45～ 16:45 1 9月 7日 ・土
一

18:451し 12,45 4‐

9月 6日 金 15:45´ヽ 16:45 1

★ 91月 8日
一日 合格 をめぜす ′

17 12月 9日 月 15:45-16:45 1 16 12月 7日 土‐ 8:45r_12:45 ‐4

12月 11日 水 15:45-16:45 1 17 12月 ■4日 土 8:45～ 12145 4

19 12月 16日 月 15:45-16:45 1 118 ■2月 20日 金 13:00,■ 17100 4 終葉☆

12月 18日 水 15:45-16:45 1 19 1月 8日 水 8=45-12:45 4 冬 休 み

21 1月 15日 水 15:45-16:45 1 20 金 8145'‐ 12:45 ‐ 4 冬 体 み

21 1土 41

月 15:45～ 16:45 ■

23 二月 22日 水 15:45～ 16:45 1

24 1月 25日 | 土
| 8:45r‐ 12:45 4

★
一日

．
全員合格をめぜす ′′

課 外   2■ 回 21時 間 部 活   24回 90時 間

◆ 一般財団法人ゆうちよ財団の協力を得て実施。

テキス ト「3級 FP技能士完全攻略テキス ト (ナツメ社 )」 は一般財団法人ゆ うち

ょ財団より無償配布 される予定。

◆ 保護者負担 :受験料 6, 000円 (学科試験 3,000円 、技能試験 3,000円 )

◆ 国家検定制度の一つ
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福 島 県立浪江 高等 学校 父 母 と教師 の会 会則

第 1章 総 則

第 1条  本会は福島県立浪江高等学校父母 と教師の会 と称 し、事務局を同校内に

置 く。 (略称 県立浪江高校 PTA)

第 2条  本会は学校 と家庭 とが協力 して生徒の健全育成 を図 り、会員相互の教養 と

親睦 を深 めることを目的 とす る。

第 2章  事 業

第 3条  本会 はその 目的達成のため次の事業を行 う。

(1)生徒の教育に理解 を深 めるための研究会、懇談会、各種会合の開催

(2)教育上必要 と認める学術振興、保健体育に関す る事業

(3)教育施設、環境の整備 に関す る事業

(4)会 員相互の親睦を図 るための事業

(5)そ の他必要 と認める事業

第 3章 会 員

第 4条 本会は次の会員 をもって組織す る。

(1)本校在学生徒の保護者及び教職員

(2)本会の 目的に賛同す る者

第 4章 顧  問

第 5条 本会に顧間を置 くことがで きる。

顧間は特に功労があつて総務委員会の推薦 により総会の承認 を得た者。

.            
第 5章 役 員

_  第 6条  本会に次の役員を置 く。任期は 1年 とし再任 を妨げない。

(1)会  長  1名
(2)副会長  4名 以内 (た だ し 1名 は教頭 )

(3)監 査  3名 以内

(4)庶  務  2名 以内

(5)会 計  1名 以内

第 7条 本会役員の選出は次の通 りとす る。

(1)会長、副会長及び監査 は総務委員会において選出 し総会の承認 を得 る。

(2)庶務及び会計は総務委員会の承認 を得て会長が これを委嘱す る。

(3)役員に欠員 を生 じた ときは総務委員会 において補充 し、任期 を前任者の残任

期間 とす る。
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(1)学年委員会 (各 学年の事業 )

各学級 2名 選出の評議員によつて構成す る。

(2)進路委員会 (進 路指導に関す る事業 )

各学年委員会の正副委員長によつて構成す る。

(3)健全育成委員会 (生活指導に関す る事業 )

通学方部 より会員数約 30名 に 1名 の割合で選出 した評議員によって構成

する。

次の 5方部で選出 した評議員によって構成す る。

①大熊以南 ②双葉 ③浪江 (津 島・葛尾・ 5方部以外 を含む)④浪江東

⑤小高以北

(4)調査広報委員会 (広報全般 に関す る事業 )

各学年委員会 と健全育成委員会か ら 2名 ずつ、及び一般会員によつて構成す

る。

第 9章 保 護 委 員 会

第 15条 本会 に別に保護委員会 を設 ける。保護委員会の規定は別にこれ を定める。

第 10章 会 計

第 16条 本会の経費は、会員の入会金、会費、事業収益金、寄付金、その他をも

つて充てる。

(1)入会金は 2,000円 とし、生徒の入学時に納入す る。

(2)会費は年額 6,500円 とし、 2・ 3学年時は原則 として 4月 末 日までに、新入

生は、入学時 に納入す る。

(3)会員資格を喪失 しても、既 に納入 した会費については返還 しない。

2 大規模 災害等に伴い、当該年度 に入会金、会費 を納入 させ ることが困難である

と会長が認 めるときは、第 1項の規定にかかわ らず、予算の執行 を踏まえ、入会

金や会費の減免及び納付の猶予ができるものとす る。

第 17条 本会の会計年度は毎年 4月 1日 に始ま り、翌年 3月 31日 に終わる。

附 則

1 本会 に次の簿冊を置 く。

(1)会員名簿

(2)役員名簿

(3)庶務記録簿

(4)会計簿

2黎



2 本会の慶弔規定は次の通 りとす る。

(1)会員死亡の場合             弔慰金 5,000円

(2)会 員住居が甚だ しい被害を受けた場合   見舞金  5,000円

3 本会の表彰規定は次の通 りとす る。

(1)会 長、副会長、監査の経歴 を有 し退任す る者。

(2)本会の活動に特に功労があって退任す る者。

4 本会則の改廃は総会の議決によるもの とす る。

5 本会務 を処理す るため評議員会 の協議 に より必要な細則 をつ くることができ

る。

6 本会則 は昭和 50年 4月 1日 より施行す る。

附 則

本会貝Jは 平成 3年 4月 1日 か ら実施す る。

附 則

本会則は平成 9年 4月 1日 か ら実施す る。

附 則

本会則は平成 13年 4月 1日 か ら実施する。

附 則

本会則は平成 16年 4月 24日 か ら実施す る。

附 則

本会則は平成 17年 5月 1日 か ら実施す る。

附 則

本会則 は平成 18年 4月 22日 か ら実施す る。

附 則

本会則は平成 22年 4月 25日 か ら実施す る。

附 則

本会則は平成 24年 5月 1日 か ら実施す る。

2 この会則の施行 の際、現に評議員会の了承 を得て、総会の議決 を得 よ うとし

ていた第 16条第 2号及び同条 3号については、平成 23年 2月 18日 か ら適

用 させるもの とす る。

3 東 日本大震災に伴 う緊急的な処置 として会長、副会長、監査の了承を得た第

10条第 3項及び第 16条第 2項 については、平成 23年 5月 11日 か ら適用

させ るもの とす る。
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福島県立浪江高等学校 平成25年度 学校経営 運営ビジョン

福島県立浪江高等学校‐

校是  「知性・優雅」

『たくましい心を育てる学校を目指して :」

あるさと浪江をあとにしご
～

興
「

■日となる 1成 25■lt本校は福島県立本●高■■,ブ ,(く ik■舎 コ ,二

ll日 の本をllえ■十.14成20年 5月 かj.々達 好間リテライト技で教育活動を再l■lし 21■4,には二の本●

に
'テ

ライト

`が
■約さオけにした 年ヽ3月 l日 の第65● 1卒業証普授ケ式で  ヽ171■ ■業■がこび)午 各ル■,

初めて■立つてい卜よt´″ 今 
「

■る■(全国よりL温まる多大なt,ビ 両■に
',た

る御■根をいただ0政
|・ て感副1中 t´ 上げます.

本校,=これ■で枚足「知Iに
“

Ⅲ喘I卜 に示さllた 日主|1態 生を育み 確かな学力を

'「

:つ |卜 ヽして,「 1,

に 自律性 |卜会社を育て人|[礎 tく 理い●Jご )t,ろ  亡豊
=■

上徒を■成して■いつま1´た 新,tは ,11
42■ 6名 、3● 20名 の言 10名 でスク トt■ | た ,し の復興に貢献できる人

'の
育成を‖野に入れ ,「●

■に引き社きキャリア教育をIF進 し〔1いう|■ .新たな取り組みとし(ファイナンシャルプランサー3級の資格

'「

イリlr,ャ レレジし■・|.

仮,☆ 枝合での何か1押 |イ ,,,″ ,る教育環■
'Itあ

り上すが、1沢江高校に入学しt良かつたJ「 lrt江高校て,,

学校生活は楽し■・ ,た 充実tCいた,と

`aう
|゛ しられる■うlf充実感や達成感を腋成し 困難の中でもた

く上しく生従
',t彙

てきるよう41,1標人びルIの菫■ヴ月,と 生

`Lの

l銚希望実fU.にい|十 て指■ 支援を行
ぃ■十.■ 11■ ,こ れま■,■■

「
 卿1域 ■1,1ス :“ イのヽ様の仙1支援 il協 力をおlll,い いたtよ ナ

校長

“

コ丼 肇

欄

“

1活llヽキ

“

活動 のヽ支援体11を 1強

rヒ [ 協llllや _」JI力 を育■111が ,,、

人格形成を図|■ サ|

|,,ン ト協ッJ技キとの連携を推進し、

4'“ jり:や生徒会活fll¢ )充実を図りますl

‖Ⅲ伐L′ ,交流■のボランティアl■Hhを

通t ■
'■

の

'興
■ll「 協力しま→1

生徒や保護者、地域の方々(県 民)の期待

と信頼に応えるため 本校教職員は教育公

務員としての使命感を忘れず、組織マネージ

メントや校内服務倫理委員会等を機能させ

職員事故ゼロ 不祥事ゼロを実現します。

1 教員の自己研鑽を奨励

校外等のl ll_に 積極it i参 いし ヽ業

ノ″,向 1を 目指します.

11■ ―rt、 全″員が,1業を公開 し合い、

1貴極|う に

"師'「

う環境を件ります.

2基礎学力の向上

Trゃ泄路希望 習熟ll ttIの 授業を展

ll t 4irtの学ぶ煮欲を喚起 しまつ■

,人故″11か し、lmに応 じた指導ゃ課

題等により、米||・学力をⅢlに させます。

3 学習習慣の確立と読書環境の充実

SHIく の0"「 0枝 1キを実施 し、白■的

学習習慣のFr立´
=目

指します1

校舎内に整備 した図占スペースを活用

t´ 、読書環境を充■てヽしま,1

1 生徒理解 教育相談の充実

1,人 数を活かし 常に生徒に,り 添

いな力■,11徒川勁ギをrtt17/■ ,

生従0,悩みや不安■ 11知 に解消 ,る

ためスクールカウンセン とも連携 じ

教育相談を充実させ■lt

2 基本的な生活習慣の確立

環境の変化′,liで も自I的由

`「

的に

生活できる 1う にlLl´  欠11l J`● |

「
l llを減少させよう1

挨拶 正しい服装 規件ある従11的

な生,苫等の習l■ lヒ を図りよす

1 キャリア教育の推進

「うつくしまふくしま米来支援セン

タ‐Jと連携 じ4ilLの コミュニケーシJ

ン能力を身につけさせるとともに 職場

14b等にヽり職業観を育|ヽ します .

2 ニーズに応じた情報の収集と提供

生徒の侍
～
日こ応 じた lL学 続臓指・・を

■るうえで適t71な情報を提l■ しま |.

3 希望進路実現の支援及び実力の養威

●

`ダ

ンス 講演会 見学会年によう

(iF路憲薇の

“

発に努あま|■

サ山習や課外1/業、模擬試験の実施に

よい学力υ,Ⅲ にを図りま九

各種資格取得を奨励し、対策nll外 に1

り合格者の増力1を 目指します。

「知性」 :

「優雅J :

物事を知 り、考え、判 trす る力

上品き、礼儀正 しさ

く教育日標 >
O 社会に通用する学力 l_度  マリーを養 う

0 生徒の希望進路実現を強く支援する



福島県立浪江高等学校父母と教師の会

平成 25年 3月

平成 25年度PTA関 係事業計画及び予算編成方針

東 日本大震災 (以 下 「震災Jと い う。)と震災に伴 う東京電力第一原子力発電所事故に

より、平成 23年度より変則的なPTAに より学校運営等を行わざるを得ない本校 PTA
活動に係る事業計画及び事業に係 る予算編成については、次の方針で進めることとする。

1 事業について

活動する事業については、保護者や教諭の減少状況を鑑み、本校教育 目標を実現す

るため、社会情勢 (就職・進学の情勢 )、 学校環境や在校生の学習や生活態度等を踏ま

え、特に効果的かつ重点的に実施 してい くことが必要な事項について集中的に実施 し

ていくものとする。

2 歳入について

避難の状況等を踏まえ、平成 23年度及び平成 24年度は会費を免除 してきたが、生

徒数減に伴い、長期的な観点でPTAの 諸活動に係 る費用を推計すると、「福島県立浪

江高等学校父母 と教師の会会則 (以下 「会則Jと い う。)に定める会費のみでは、平成

26年度からその活動の費用が賄えなくな り、部活動や進路に係る活動については保

護者負担が増大 となると見込まれる。

したがつて、平成 25年度か らはそれぞれ会費を徴収することとする。

(1)会費額について

会費額については、現時点でサテライ ト校の今後のあり方が示 されていないため、

PTA一 般会計、部活動後援会会計、進路会計の各会計における平成 24年度決算

見込額をベースに、平成 25年度に予定 している新たな事業に係る費用、これまで

関係団体等から減免 されてきたが平成 25年度から徴収 される見込み となる各種負

担金、今後重点的に行 う必要がある事業に係る費用をについて 3年間概算で積み上

げた総額を現生徒数で除 した額 とする。

ただし、平成 25年度の会費額については、PTA一 般会計の場合は会則第 16
条第 1項第 2号で定めた金額、部活動後援会会計、l_t路会計の場合は、平成 22年
度に徴収 した額を超えない額 とする。

なお、会計処理等事務については、平成 25年度 も専任の事務職を置かず、教諭

が処理することとなるため、新任教諭 の入会金については、平成 24年度に引き続

き会則に規定する入会金の額の 1/2と する。

1・



会費額算定の概略図

平成24年

度支出見
込額 (繰

越金を除
く)

H25 H26 H27

3カ年の支出見込総額

3カ年の支出見込総額

勇 斃2,～′ア卸 べ生激

重点的に

実施する

事業費

重点的に

実施する

事業費

度支出見
込額 (繰

越金を除
く)

平成24年
度支出見
込額 (繰

越金を除
〈)

重点的に

実施する

事業費

平成24年

度支出見
込額 (繰

越金を除
く)
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3 歳出について

継続する事業については、生徒数減による歳入減を踏まえ、昨年度に引き続き必要

額を精査しながら削減を図り、社会情勢の変化や生徒の学習や生活態度等の向上1「資

する事業や学習習熟度を踏まえ重点的に行う事業、学校生活の充実を図るための新た

な事業に充当していくこととする。

なお、平成 25年度についても会計処理等事務を行 う独自の職員は配置しないこと

とする。

4 その他

(1)会計事業の組み替え

会計事務処理を円滑に行うとともに、就職や進学に関する情報収集等を迅速に実

行するため、これまでPTA一般会計と進路会計で行つてきた「進路指導費Jにつ

いて「進路会計Jに一本化するものとする。

(2)補正予算等について

補正予算が必要な場合、補正予算時期は原則 8月 と12月 の2回 とする。

補正予算決定前に緊急で予算の組み替え等が必要な場合は、流用できるものとし、

流用した場合には、別途、会長に報告するものとする。

‐
3‐



平成25年度 年 間 行 事 予 定

1 学 期
4月 5月 6月

曰
躍 主な行事 日

曙

日 主な行事 日
嘔 主な行

`
1 月

睛■■■■ 嘔員
=■議会 ,年会 薇髯会

1 水
″い 却 た
建瀬 ●惨 晰■ スト

1 土 :

2 火 籠

“

者オリ‐｀テーうョン 2 木 ,

3 水
¨
＾
‘

¨

壼 こ コ さ 3 月 更衣 学技評諄員会

4 木 こ曽委員会 職員会議
一‘ ■

一
4 火 LヽT

6 金
一
●

一
日 ■′

=^1■
1

6 水

¨
０

一

一
■

¨
金 月 6 木

7 一日
¨

1,期鯰栞式 オ`饉咸

`ヽ“

)

人摯歳て■饉,|111111■ |
, 火 LヽT 7 金 英語検定

8 月 生篠体黎日(代体) 8 水 8

=
9 火

封面式 ,ロテスト
J饉J百申

=菫
lB= 9 木 尿検査 (2次 ) :9 日 :

10 水 部活動紹介 全 10 月

11 木 ■ 火 SO ALT

,2 金 水 教育課槽姜員会 入試実施委員会

1● 一■
一

月 木

一
４

一
ヨ 火 SC ALT 14 金 凛字検定

月 創立記念日 水 ,| 生 |

16 火
嘔員健躍 r断
SC ALT 木 考査時間割発表

¨
６

¨

一
日

17 水 17 全 17 月

木 結核検鰺 一０

一
■  | 13 火 SO ALT

金
一ヨ
一

1, 水 基礎小論文テスト0年

一”
¨

■

¨
21 月 末 事業生との懇談会

“”
¨

■̈
¨

火
已 冒 ● 良 ,SC ALT
日給 容

`う
■ 自 l

21 金

22 月 水 中間考査〈～24) ２̈ 一■
¨

火
嘔雪委員会 SC ALT
内村検診14∞～ 木

‘

一

日̈
一

水 ¨ 全 議員会議 月

木
こ路命望調蚕
尿 綸 杏

`1か
聴 日 全 奎

25 一〓 叫 25 火 運営委員会 SC ALT

全 生徒休業日(Ft休 )

一
苺
一

口 | 水

一
″
一

一■
一

27 月 27 木

B 火 SC ALT 全 期末考査 (～7/3)職員会

“月 昭和の 日 水 主

火 SC ALT 木 歯ll検 勝030～ 3tl l 日
:響 嘔●イ子

^X■
D囀剛躍だ纂

金 ψ

譲職 /ヽAN務員模試(3年 )

PTA3会

証明■用写真撮影(1年 )

進路

“

漬会①

「進路の手ヨ彗」発行

避難罰1鰊 (本宮合同)

県嵩体壮行会

卒業生との懇談会

進路ガイタンス(3年 )

大学見学会(20年 )

企業見学会(20年 )

学校訪問

15日 22日 /37曰 20日 /57日

福島県立高等学技学則

"フ

条 学年始沐,日 4/1～ 4/7夏争体泰口 7/21～3/31冬 手体業日 12/25～ ,/,学期末休彙曰 3/21～ 3/01



1 学 期 2 学 期

7月 8月 9月

日
暉

自 主な,事 曰
躍

ロ
=な

行事 曰
曜 主な行事

1 月 1 木
`

ロ バ睛XIL祭|1111111111:t:

2 火
颯人暴曇

"用
趙

■■■■(3/28～ 7/3)
2 金 2 月

3 水 3 」|: 3 火 SO

4 本 4 ■ 4 水 就職希望者面接指導開始

6 金 求人凛公開 5 月 5 木

0
一■
¨

6 火 0 金

ア 1日 7 水 7 一■
¨

3 月 8 木
一傘

一
● 螂 leF■ lt■■

9 火 単稟提出 SC ALT 9 金 9 月

10 水
一〇

=
10 火 S0

11 木 一覧壺提出 1■ ヨ ,1 水 進学希望者崚内選青会開始

`2

全 ●員会議 月 未

13 ■
一

時 :::::::::i:ili:::|::::
火 金

一
４ 一日

一
14 水

一
４

¨

一、

¬，
一

木
`●

1日

16 火 SC ALT 金 就職希望者技内選考会開始 晨

17 水 校内球技大会
¨， 一〓

一
1, 火 SC

18 本 1学期終業式
¨
●

¨
口̈
一

水

19 金 夏季休葉 月 末

一”
一

〓
一

火 211 全 進学面接指導開始

， 日
一

水 a: :=

22 月 木 ２
一

目
一

23 火 企業見学会開始 金 遭営委員会 職員会議
一Ｘ
¨

一丹
一

24 水
一２
一

■
一

24 火 運営委員会 SC

25 木
一お
一

一● 水

20 金 月 2学期始業式 露■テスト 26 木

=|
火 SC 全 菫員会議

口 | 28 水 土 :

29 月 木 目

00 火 ∞ 全 月

31 水 ，

一

一■

体験入学

県総体壮行会

保宙横定

文イヒ祭 雄路ガイタンス(12年 )

大学入試センター試験検定料払込

本書高修学旅行 (25～ 29)

本音薔遺足 (27日 )

10日 /フ 0日 5日 /75日 19日 /94日

福島県

'古
嗜争構学則 第フ彙 学年始体彙曰 ″1～″7夏手体栞口

'/2,～
3/3,4手体彙日 1″25～ 1/,学場ホ体彙日 3/21-3/31



2 学 期
10 月 11 月 12 月

日
曜

日 主な行事 日
曜

主な行事 ロ
曜

ロ 主な行事

1 火 更衣 SC i 金

`

一ヨ
¨

2 水
万
=,「

●l剖
"校よ 構 ハ 諭 ●キ ストni 2 一土

一
2 月 2学期末考査 (11/29～ 12/4)

3 未 3 ロ 3 火

4 全 4 月 4 水

¨
す
０

¨

一■
¨

5 火 SC 5 木

0 ヨ : 6 水 6 金

7 月 7 末 71
一
■
一

0 火 8 金 8 ヨ

9 水 2学期中間考査(～ 11) 0 一〓
一

9 月

木 0
一
月
¨

第1,,日珠
=1電

卓実務模定試験 火 単票揉出 SC

11 金 英語検定 11 月 11 水

12 火 SC 12 未 一覧表提出

‘

一
|口 i 13 水 基礎力診断テスト 13 金 職員会議

一
４

一

一■

一
は書01日 14 木 防災避難訓練 (本宮高 )

一
４

一

■

火 SC 5 金
一

，
一
口

一

水 0
=:

月

17 木 , 目 1, 火 SC

金 漢字検定 3 月 水

10 ■ | 19 火 SC 木

“

月 | 20 水 全 2学期書彙式

21 月 21 木 21 |工 |

火 運営委員会 SC 22 金 運営委員会 考査時間割発表 ″
一
日
一

水 | ■ | 勁労毬謝0ロ 2●
一
月
¨

24 木
一口

一
火

金 賤員会議 25 月 水

2●
一■

一
26 火 職員会議 SC 木

月 27 水 27 金 仕事納め

月 20 木 ■  |

火 SC 29 金 2学期末考査(～ 12/4) 目

水 ■ |

月

31 木 01 火

進路講演会②

センター試験出願

不
=高

インターンシッフ(2年、16～
ln〕

自動車学技入校説明会C

自動車学校入技説明会② 進路未決定者指導開始

自動車学校入校説明会③

22日 /116曰 2o日 /136日 15日 /151曰
福島県立高等学校学貝1第7条 学年始体業日 ″1～″,コ季休業口 7/2,～ 8/31冬季休業口 12/25～ 1/7学期末体業日 3/21～ 3/31



H25422

3 学 期

1月 2月 3月

日
曜

一 主な行事 日
曖 主な,事 曰

嗜
主な行事

1 ・水
一

■ 土 第||●ビジネス文
=案

務横■試験| 」 | | ■

2 木 2 ヨ |
21 目

3 金 3 月 I期送抜 ? 3 月 振替休日

4 一■

一
4 火 4 火 SC

５

一

一
口

一
5 水 5 水

6 月 仕事始め 6 木 0 木

7 火 , 金 考査時間鶴発表 7 金 コ期選抜準備0～0授業 0準備

8 水 8 | ■ 鴨員会議

`卒

業判定) 3
一■

一

9 木 9 目 91 日̈

¨

10 金 (運営委員会)議員会議 月 議員会議 (卒業半I定)SC 10 月 n期送抜学力検査

11 土 ,1 火 建国記念曰 11 火 口期選抜直接

ロ 水 12 水

一
●

¨
月 |

木 13 木

14 火 3学期始業式 課題テスト 14 金 学年末オ奎 (～ 19) 14 金 I期 n期合格発表

15 水 ,|
=

15 ■

16 木 10 日 101 員

一

17 金 17 月 17 月

|`: ■ 火 18 火

一
９

一

日̈
一

水 ψ 19 水

20 月 木 20 木 3学期終薬式

21 火
饉富委員会 SC
ヤンター自己撻 点

21 全 21 金 春分の日

22 水 ■ :
土

23 未 ロ lt

24 金
職員会議
湮享綸学

=講
綸亨

24 月 24 月 工期選抜

一”

一

■̈

一
火 運営委員会 SC 25 火

一
“
一

一ヨ

一

軍″口霧証霙秀輌足
=摯

■■■■i

Fpl螢澪亨 11::::|||||||||:||||: 水
鴨 貝 云 置

=膵
う 診 断 予 ス ト

水

27 月 木 27 木

28 火 0学年末考薇 金
■状伝躍式 卒栞式予行
日 蜜 今 入金 f 全

29 水
土
一

30 木
一
∞

，

一日

一

31 金 * ++**ra+r 31 月

進路希望鵬奎② 進路ガイダンス(2年 )

証明書用写真撮影(23年 )
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福島県立高等学校学則 第7条 学年始体業曰 4/1～ 4/7重幸休業曰 7′21～ 8′3:冬手休彙日 12/25～ 1/7学期末体業曰 3/21～ 3/31
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～ 進学マネー講座 120分ライブ請演内容 ～

第1章 教育費の現状

0大学 専門学模の教育費総額は ?
● 受験から入学までに準備する金額は ?
0初めての一人暮らしの必勝法

● 入営後にかかる教育資 (国公立 私立大学綺)

X受験,,策コラム
現代の試験事情(AO試験 推薦試験・オープンキヤンバスなど)

意外と大きな出費 受 験対策ヨ用α 予鵬電 子備校代 受験料など,

第2章 どうする!?進学マネー文」策編

● 家計か噺・.出する廃沐の家:1簿

'き

用以
● 実践1進学マネープラン対策
(|)登験 入学までを力′ヽ一する貯金プラン
(2)入挙後4年間の教育資金対策
(3)我が家の進学マネー対策案の作成

第3章 進学の救世主 !奨学金 教育□―ンの活用法

● 奨争金制度や教育□―ンを港nする時代の到来
● 進学マネー不足額■出シート実践
● 奨学金の●込方法 書査 返済方法
● 教育□―ンの■込方法 害螢 返済方法
X教育員の応出コラム
支性の稼ざ力〈妻のパート1文入 共働き)のススメ
学■アルバイトで社会勉強と教育■の補填に !

第4章 子ど●」の可能性を広げることが親の役目

● 進学マネー家族会議のススメ
0子どもの可能性を広ザる志望校の選び万
● 子から親へ随 望佼ブレゼンシート0活用法
0お金の価値を伝′る廃,ムのシ ト

第5章 家族の幸せな未来
・幸せな老後生活を迎えるために…

● 大学,用で体力を使い果たさないために一
●

=後
の生活

=:薔
住宅ロ ンの返済

● 子どもへ素敵な人生を歩む金銭教育を :

●
=せ

家族の本来予想図の設計


